
 

明徳中学校区小中一貫だより 
    呉市立明徳小学校・明徳中学校       令和７年３月７日 

   

 今年度，明徳中学校区では，「自ら考え判断し，意欲的に自己を表現する子どもを育成すること」を

目指して「子どもが進める『めいとく・トライ』」の取組を中心に進めてきました。先生が子ども達の

「やりたい！」を生かし，思いに沿った授業をすることで，子ども達が自分で学び方を選択・決定し

たり，友達と学び合ったりしながら，主体となって学びを進める姿が見られています。 
 

 

 

 

 

【３学期の取組より】 

１月２８日 明徳小中合同の研究授業（中学校１年生・社会科）を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月５日 「小中で創る『未来の学び』実践事業」全体研修会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 小中合同研修 １０月 乗り入れ授業（陸上記録会練習）（中→小） 

「小中で創る『未来の学び』実践事業」公開発表 

５月  １１月 保小中一斉避難訓練 

６月 小中合同研究授業① 中２算数科 １２月 小中合同研修 ベンチづくり（小→中） 

音戸の舟唄のダンス練習（中→小） 

７月 小中合同研究授業② 小４算数科 １月  小中合同研修④ 中 1社会科 

８月 夏季補習授業（小→中） ２月  小中合同研修 

９月 小中合同研究授業③ 小１国語 

   乗り入れ授業（全校合唱）（中→小） 
３月  

【今年度の研究主題】 

自他を尊重し，自ら考え判断し，意欲的に自己を表現する子どもの育成 

～ 子どもが進める「めいとく・トライ」の取組を通して ～ 

 授業は，歴史分野「ユーラシアの動きと武士の政治の展開」の単元で行いま
した。自分が 800年前にモンゴル帝国を治めた人になりきって，「なぜ当時広
大なモンゴル帝国を支配できたのかを現代人に分かりやすく説明しよう」を

課題として学習しました。 
 子ども達は，自分の調べたいテーマを決めて，図書や資料から調べたことを
分かりやすくロイロノートにまとめていました。そして，まとめたことをグル
ープで交流し，「モンゴル帝国が広大な面積を支配できた理由」を考えること
ができました。子ども達は，自分の解決したい課題に向けて学習の方法を自己
選択し，それぞれが調べたことを協力してまとめることで，主体的に自分の意
見を表現することができました。 

 協議会では，成果と課題をま

とめました。来年度の研究の方
向性を考えることにつながるよ
うな活発な協議となりました。 

調べているテーマ

に合わせて，関連す
る図書や資料を選
び，進んで調べ学習
をしていました。 

相手に分かりやす
く説明することがで

きました。 

 ２月５日（水），「小中で創る『未来の学び』実践

事業」の全体研修会を行いました。今回の全体研修会

では，今年度の振り返りから，来年度に向けて小中で

取り組みたいことを話し合いました。 

出てきた課題については，今後さらに協議を重ね，

来年度の取組につなげていきます。来年度も，みんな

でトライ！して，子ども達が成長したと実感できる

ような取組を教職員一同で行っていきます。 

 今年度も，小中一貫の取組を通して，保護者の皆様や地域の皆様と共に子ども達の成長
を見守っていくことができました。様々な場面でご協力いただき，心より感謝いたします。
来年度も，小中一貫の取組を通して明徳の子ども達が生き生きと学習できるように，皆様
と力を合わせていきたいと思っております。１年間ありがとうございました。 

乗り入れ授業 

陸上記録会練習（小５・小６） 全校合唱練習（小） 

小５・社会

科 

中３・総合的な学習の時間 

「小中で創る『未来の学び』実践事業」公開発表 
小中合同の研究授業 

小１ ９月・国語

科 

中２ ６月・算数科 

保小中一斉避難訓練 


